
１　現状と課題

２　事業目的

３　事業目的を達成するための取組

４　成果指標 （推移の凡例　↗：改善　↘：悪化　→：変化なし　―：数値なし）

５　本事業が貢献する総合５か年計画の施策分野と達成目標

６　事業コスト （単位：千円、人）

直近３か年の状況

県内大学と県内企業・自治体との共同研究・連携事業数

年 数値

2020

(R2)
19.4

単位

%

%

件

達成目標（指標名）

県内大学の収容力

県内大学卒業生の県内就職率

2019

(R1)
403

2027

(R9)
400

年 数値

2022

(R4)
21.1

2021

(R3)
53.4

2021

(R3)
345

目標

年 数値

2027

(R9)
25.0

2027

(R9)
58.0

No.

5-3①

5-3①

施策分野（施策の総合的展開名）

2019

(R1)
56.2

5-3①

高等教育の振興による地域の中核となる人材の育

成

高等教育の振興による地域の中核となる人材の育

成

高等教育の振興による地域の中核となる人材の育

成

予算要求からの

主な変更点

信州理系学生キャリア探索事業及び大学等の立地促進に向けた調査研究事業の内容精査による委託料の減額

公立大学法人長野県立大学運営費交付金の所要額を精査

6.0

R3年度 0 1,091,959 2,608 1,094,567 1,089,107 1,087,541 6.0

R4年度 0 1,103,587 0 1,103,587 1,096,073

R5年度
（予算案） 1,137,862 1,137,862

職員数
前年度繰越 当初予算 補正予算等 合計 うち一般財源

1,130,618
6.0

（要求） 1,155,969 1,155,969 1,148,425

区分
予算額

決算額

98.1 ↘ 100.0
県内大学の魅力発信等に取り組み、入学定員枠が充足されるこ

とをめざして目標を100%とした。
↗

年 数値

2021

(R3)
20.7

2020

(R2)
50.0

2020

(R2)
310

③-2
県内の大学及び短期大学の入

学定員充足率
% 97.2 98.8

↗ 78 ↗ 100
大学生及び短期大学生に加え、来年度は専門学校生の参加が

増加することを想定して目標を100人とした。

0 ― 3
補助金により、県内大学のリカレント講座の新規開設を３件支援

することを目標とした。
―

産学官連携インターンシップの参

加学生数（延べ人数）
人 40 64

②
県補助金を活用したリカレント講

座の新規開設数
件 ー 1

事　業　名 高等教育振興事業費
部局 県民文化部 課・室 高等教育振興課

実施期間 H26 ～ koto-shin@pref.nagano.lg.jp

・「産学官ひとづくり支援員」を配置して、産学官連携インターンシップを実施

・【新】女性・若者の県内就職への選択肢の拡大を図るため、県外理工系学生が県内企業への理解を深める機会や、県内女子高校

生が自分のロールモデルとなるような女子学生や社会人からキャリア形成のアドバイスを受けられる機会を創出

・県内の大学生が本県の地域や企業の魅力について理解を深められる高等教育コンソーシアム信州の事業を支援

・県内の大学及び短期大学の魅力について、県内の高校生に情報発信

・長野県立大学及び同大学院における特色ある教育研究活動や地域貢献活動を財政面で支援

・高等教育の修学支援新制度に基づき長野県立大学が実施する授業料及び入学金の減免を財政面で支援

・公立大学法人の業務実績を評価するため、評価委員会を開催

②若者や社会人のニーズに応える学びの環境を整備

・【新】大学進学における県内での選択肢の増加と、大学を核とした地域の活性化を図るため、大学等の立地促進に向けた調査・分析

等を実施

・社会人の学び直しを進めるため、県内の大学等によるリカレント講座の開設を支援

・【新】共創による学びの県づくりを進めるため、「信州学び円卓会議（仮称）」を開催し、子ども一人ひとりの関心や能力を最大限引き

出すことができる、個別最適な学びのあり方等を議論

事業番号 04 07 01 事業改善シート（令和５年度実施事業分） □当初要求　■当初予算案 　□補正予算案　□点検

・本県の大学収容力は令和４年度21.1%（全国第45位）と全国最低水準であり、また、県内大学で学べる分野は多岐にわたるも

のの、設置されている学部の規模には大小があることから、大学進学者の約８割が県外に進学している。

・技術革新等による激しい時代の変化にも柔軟に対応できる人材や地域の中核となる人材の育成・確保において、県内の大学等に地

域社会から大きな期待が寄せられている。

・このため、若者や社会人のニーズに応える学びの環境を県内に整備するとともに、県内の大学等における人材の育成・確保に係る取組

を支援するなど、高等教育を振興する必要がある。

高等教育の振興により、地域が求める人材の育成・確保及び県内定着をめざす。

①公立大学法人長野県立大学の運営を支援

単位
R2年度 R3年度

①

③-1

長野県立大学卒業生のうち就職

希望者の就職率
% ー 100.0

No. 指標名

E-mail

実績 実績 推移

― 未集計 ― 100.0
公立大学法人長野県立大学中期計画において、就職希望者の

就職率は100％をめざすこととしているため、目標を100％とした。

R5年度

目標値

達成

状況
目標値設定理由

R4年度

見込値 推移

③地域が求める人材の育成・確保に向けた取組を支援



県内大学連携事業

県内の大学生が本県の地域や企業の魅力について理解を深められる高等教育コ

ンソーシアム信州の事業を支援補助金

県内大学連携事業補助金の交付額１件・1,000千円

2 信州理系学生キャリア探索事業

【新】女性・若者の県内就職への選択肢の拡大を図るため、理工系学生等が県内

企業への理解を深める機会やロールモデルと交流する機会を創出委託

課題解決型プロジェクトの実施件数３件、交流会の開催回数４回

信州産学官連携インターンシップ事業

直接
「産学官ひとづくり支援員」を配置して、産学官連携インターンシップを実施

委託

補助金 産学官ひとづくり支援員の配置人数２人

（要求） 17,761

千円 千円 千円

No. 細事業を構成する主な取組 実施方法 令和５年度実施内容（予定）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

細事業

No.
細事業名

R3年度

当初予算

R4年度

当初予算

R5年度

当初予算

3
地域が求める人材の育成・確保に向けた取組を支援す

る事業

13,778 14,523
（予算案）

3
「信州学び円卓会議（仮称）」開催

事業

【新】共創による学びの県づくりを進めるため、「信州学び円卓会議（仮称）」を開

催し、子ども一人ひとりの関心や能力を最大限引き出すことができる、個別最適な

学びのあり方等を議論負担金

大学等への意向調査を実施623校

2 働く人の学び直しの場拡充支援事業
社会人の学び直しを進めるため、県内の大学等によるリカレント講座の開設を支援

補助金

社会人の学び直しの場拡充支援事業補助金の交付額３件・1,500千円

No. 細事業を構成する主な取組 実施方法 令和５年度実施内容（予定）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

1
大学等の立地促進に向けた調査研

究事業

【新】大学進学における県内での選択肢の増加と、大学を核とした地域の活性化を

図るため、大学等の立地促進に向けた調査・分析等を実施委託

細事業を構成する主な取組

公立大学法人長野県立大学運営費

交付金

公立大学法人長野県立大学授業料

等減免交付金

公立大学法人長野県立大学評価委

員会開催事業

実施方法

13,030

（要求） 9,296

千円 千円 千円

細事業

No.
細事業名

R3年度

当初予算

R4年度

当初予算

R5年度

当初予算

2
若者や社会人のニーズに応える学びの環境を整備する

事業

1,500 1,500
（予算案）

直接

1,128,912

部局 県民文化部 課・室 高等教育振興課

令和５年度実施内容（予定）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

長野県立大学及び同大学院における特色ある教育研究活動や地域貢献活動を

財政面で支援

交付額1,054,513千円

高等教育の修学支援新制度に基づき長野県立大学が実施する授業料及び入学

金の減免を財政面で支援

交付額52,434千円

公立大学法人の業務実績を評価するため、評価委員会を開催

公立大学法人長野県立大学評価委員会の開催７回

交付金

補助金

3

1

16,720

3

R5年度

当初予算

R4年度

当初予算

R3年度

当初予算

（予算案）

事　業　名 高等教育振興事業費

事業番号 04 07 01 細事業一覧（令和５年度実施事業分） □当初要求　■当初予算案 　□補正予算案　□点検

2

1

細事業

No.
細事業名

公立大学法人長野県立大学関連事業費

No.

1

（要求）

千円

1,076,681 1,087,564

千円 千円

1,108,112


